
(　6　)第 5 9 号令和 2年（2020 年）3月発行 高壮だより

私たちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

　

紅
葉
の
声
が
聞
か
れ
る
11
月
12
日
、

水
戸
市
の
高
齢
福
祉
バ
ス
を
利
用
し
て

双
葉
台
地
区
高
連
旅
行
部
会
主
催
の
日

帰
り
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
２
回
目
と

な
る
今
回
は
45
名
が
参
加
し
、
奥
久
慈

の
リ
ン
ゴ
狩
り
と
、山
あ
い
の
温
泉
で
ほ

っ
と
一
息
と
い
う
コ
ー
ス
。

　

双
葉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
前
を
8
時
30

分
に
出
発
し
た
バ
ス
は
、道
の
駅
常
陸
大

宮
～
か
わ
プ
ラ
ザ
～
で
休
憩
し
た
あ
と
、

大
子
町
小
生
瀬
の
豊
田
り
ん
ご
園
に
到

着
。
皆
さ
ん
真
っ
赤
に
色
づ
い
た
採
り
立

て
の
リ
ン
ゴ
を
試
食
し
な
が
ら
、お
土
産

に
と
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
園
を
後
に
し
て
、
紅
葉
と
家

並
み
が
谷
間
に
続
く
奥
久
慈
ら
し
い
道

を
、
バ
ス
は
横
川
温
泉
中
野
屋
旅
館
に

到
着
。
昼
食
を
す
ま
せ
て
午
後
３
時
ま

で
フ
リ
ー
タ
イ
ム
。
温
泉
に
入
る
人
、グ

ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
を
や
る
人
、カ
ラ
オ
ケ

を
や
る
人
、
近
隣
を
散
策
す
る
人
…
そ

れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

宿
の
人
に
見
送
ら
れ
帰
宅
の
途
に
。バ

ス
の
中
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
、
自
分
が
し
て

い
た
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、

い
つ
し
か
静
か
に
な
り
最
後
の
休
憩
地

で
あ
る
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
黄
門
の

郷
に
到
着
。
平
日
と
あ
っ
て
人
は
少
な
い

の
で
は
？ 

と
見
て
い
た
ら
、
わ
れ
わ
れ

と
同
じ
年
代
の
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。

　

買
い
物
を
し
た
あ
と
バ
ス
は
双
葉
台

へ
、
陽
は
西
へ
と
傾
き
バ
ス
の
影
も
長
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

笠
原
地
区
高
連
は
、
地
区
の
会
員
85

名
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
鈴
木
浩
三
会
長

の
行
き
届
い
た
指
導
の
も
と
、健
康
、友

愛
、
絆
を
合
言
葉
に
掲
げ
、
活
動
中
で

す
。
傘
下
の
笠
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
は
、会
員
数
40
名
を
擁
し
、東
野
町

の
市
営
運
動
場
を
拠
点
と
し
て
健
康
増

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
毎
週
月
、
木
曜
日
の
２
回
、
主
に
午

前
中
の
練
習
で
、
練
習
時
間
は
４
Ｒ（
ラ

ウ
ン
ド
）で
２
時
間
位
で
す
。２
Ｒ
終
了

時
に
休
憩
を
と
り
、カ
ー
リ
ン
グ
で
お
な

じ
み
の「
も
ぐ
も
ぐ
」タ
イ
ム
と
な
り
ま

す
。こ
の
休
憩
時
間
が
お
し
ゃ
べ
り
の
し

放
題
と
な
り
、ス
ト
レ
ス
発
散
、ク
ラ
ブ

員
の
絆
を
深
め
る
楽
し
い
時
間
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
他
、マ
ン
ネ
リ
化

を
避
け
る
た
め
、毎
月
第
１
、第
３
の
木

曜
日
は「
記
録
会
」と
称
し
て
賞
品
の
な

い
記
録
だ
け
の
試
合
を
開
催
し
、実
力
、

マ
ナ
ー
、ル
ー
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。特
に
ク
ラ
ブ
の「
打
ち
方
、マ
ー
ク
の

仕
方
」を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
員
の
親
睦
大
会
を
奇

数
月
の
年
６
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨

年
11
月
の
例
会
で
は
、
当
ク
ラ
ブ
員
最

高
齢
、
95
歳
の
荘
司
信
夫
さ
ん
が
４
Ｒ

で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
３
回
、
合
計
打
数

73
打
で
堂
々
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
笠
原
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
し
て
語
り
継

が
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン

ド・ゴ
ル
フ
の
良
い
所
は
、年
齢
に
と
ら
わ

れ
な
い
、個
人
競
技
で
あ
る
こ
と
、自
分

の
責
任
で
プ
レ
ー
が
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、我
々
が
安
心
し
て
プ
レ
ー
が

で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る

水
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
の
皆
さ
ん

に
、
紙
上
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

笠
原
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
中
島
　
　
稔

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ

双
葉
台（
松
）高
齢
者
ク
ラ
ブ

大
嶋
　
幸
雄

紅
葉
の
一
日
を
満
喫

高
壮
ク
ラ
ブ

皆
さ
ん
の
投
稿
欄
で
す

荘司　信夫様　９５歳
グラウンド・ゴルフ歴：２２年
足腰が弱くなるまで続け
ていきたいと思ってます。

訂正とお詫び
前の高壮だより第５８号に誤りがございました。 
◎会員文芸短歌
正：谷田組長寿会　矢萩　隆子
誤：谷田組長寿会　谷萩　隆子
◎高壮クラブ
正：柵友会　土井ひめ子
　 （文章の中で）ゴーヤを薄く切り…
誤：柵町四丁目長寿会　土井ひめ子
　 （文章の中で）キウイを薄く切り…
謹んでお詫び申し上げ、訂正いたします。
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私たちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

　自慢を敢えて挙げれば健康だろうか。ここしばらく
病院とは縁がないのが自慢といえば自慢である。健
康の要因は、と考えるときに退職後の観光ボランテ
ィア活動が浮かんだ。弘道館や偕楽園など、水戸
市内の観光名所のガイドである。毎年３月の梅まつ
り期間には多忙な日 を々送る。まだ寒い時期なので

年寄りには堪える。知識も必要だが体力に加えて気力も求められる。
始めてから１６年、なんとか務められたのは健康の賜物だと思う。
　私が活動する団体の正式名称は「市民観光ボランティア歴史アド
バイザー水戸」である。長い名称だが「歴史アドバイザー」に惹かれて
入会した。お客様に寄り添って助言する。主役は、あくまでもお客様で
あることを自覚する名称である。お客様に感謝され笑顔で別れる。その
瞬間が健康の源ではないだろうか。

　私の生まれは福島県須賀川市で、縁があって水
戸に来ました。授かった子どもが学校に上がってか
ら学級の役員をやり、友達が出来、その友とあちこ
ち旅行も一緒に行ってとても楽しい時代でした。
　友が公民館でやっているお茶の教室に入り３０年
以上もたちます。また、書道教室もあるとの事で、こ

れにも入会して３０年以上続けました。足が悪くなり座る事も出来なくな
ったので、書道はやめましたがお茶は友達のおかげで今でも公民館に
通っております。その間、公民館に梅が丘地区高連芸能部があるとの
事で、入会をお願いして約１０年以上もやっております。
　会員の皆さんがとても親切にして下さいまして、楽しくとても嬉しい会
です。本当に感謝はたりません。今後も宜しくお願い致すばかりです。
　９０歳過ぎ振り返って感じる事は、人生に悔いなしと感謝しており、こ
れからの人生も楽しく過ごしたいと思っております。

満90歳、私の自慢は健康か？

９０歳を過ぎて

笠原みどり高齢者クラブ　渡邊　高志

梅が丘南長寿会　小澤　ヨネ

峡
の
田
の
た
だ
一
筋
の
蜷
の
道

吉
田
梅
寿
会　

清
浄　

か
ね

秋
の
日
に
偕
楽
園
の
萩
ま
つ
り

六
番
池
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

國
男

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
側
に
活
け
あ
る
稲
穂

か
な

滝
田　

昭
二

老
い
て
よ
り
派
手
目
に
秋
の
更こ
ろ
も
が
え衣

江
幡　

定
子

敬
老
日
児
童
よ
り
享
く
赤
い
花　
　

滝
田　

光
子

新
米
の
お
握
り
パ
ー
テ
ィ
ー
子
ら
は
待
つ　

飯
島　

良
子

日
溜
ま
り
に
背
を
向
け
昼
め
し
姑は

は

偲
ぶ

杉
崎
長
生
会　

阿
久
津　

光

D
５
１
の
衣
替
え
て
と
嘆
く
錆

笠
原
南
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

浩
三

　
　税

金
で
桜
観
る
会
見
事
散
り

笠
原
南
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

昭
子

あ
り
が
と
う
い
つ
も
笑
顔
の
仲
間
た
ち　
　

笠
原
本
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

原
口　

攻
圍

紅
葉
に
山
一
面
が
別
世
界　
　
　
　
　
　
　

笠
原
本
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

平
根　
　

治

思
い
出
は
楽
し
い
時
の
事
ば
か
り

西
原
長
寿
ク
ラ
ブ　

関
澤　

み
す

孫
た
ち
に
わ
け
て
あ
げ
た
い
腹
の
肉

の
だ
は
ら
会　

大
沢　

育
子

令
和
新し

ん

即
位
の
礼
が
始
ま
り
ね

加
倉
井
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

白
澤　
　

昭

こ
の
地
に
住
ん
で
五
十
年
今
迄
な
か
っ
た

こ
ん
な
事
風
水
害
の
恐
ろ
し
さ

笠
原
本
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

藤
井　

邦
男

歳
時
記
を
め
く
り
て
お
れ
ば
懐
し
く

　

幾
多
幾
重
の
あ
の
日
あ
の
時　
　
　

愛
宕
ク
ラ
ブ　

寺
門
千
江
子

妻
と
な
り
夫
と
語
り
て
五
〇
年

　

さ
ざ
波
も
あ
り
今
は
小
春
日

袴
塚
長
寿
会　

安
藤　

栄
子

い
ろ
は
坂
登
れ
ば
一
面
紅も
み
じ葉

し
て

　

令
和
の
秋
は
此
処
に
始
ま
る

谷
田
組
長
寿
会　

矢
萩　

隆
子

水
光
る
池
の
ほ
と
り
の
桜
葉
は

　

紅
く
色
づ
き
朝
陽
に
映
ゆ
る

大
塚
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

中
三
川
好
子

袴
塚
長
寿
会（
袴
塚
俳
句
ク
ラ
ブ
）

皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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　このたびは、水戸市高齢者クラブ連合会広報紙「高壮だより水
戸」の発行にご協賛いただきましてありがとうございました。
　高齢者クラブは、高齢者の①生きがいや健康づくり②地域奉
仕や友愛活動③子どもとのふれあい活動などの社会活動を通し
て、明るい長寿社会づくりに努めることを活動目的としております。
　広報紙発行は、会員相互の親睦・交流のほか、地域の皆様に
活動をご理解いただき、新規加入をお願いする目的を担っておりま
す。これからもご支援、ご理解の程よろしくお願いします。

スポンサー各位への御礼

水戸市高齢者クラブ連合会　会長　岡田　浩

　水戸城の正門にあたる大手門が復元された。江戸時代初
期の様式を残す城門で、土塁に取り付く城門としては、国内で

も屈指の規模を誇る。発掘調査で確認された瓦塀は瓦と漆喰を使用し、木材は釘等
を使わず組み上げて、１階の柱は主に欅を、２階の檜梁は松を使用している。構造は木
造２階建て面積１５８.18㎡、幅17.18ｍ、梁間５.７ｍ、高さ13.34ｍ、間口14.６ｍ、城
門大扉の幅２.６ｍが２枚、高さ４.７ｍ、重さ９００㎏、屋根は入母屋造り本瓦葺、瓦枚数
１万６千枚、鯱鉾高さ１ｍ、幅30㎝、厚さ60㎝、鬼瓦高さ58㎝、幅96㎝、厚さ11㎝であ
る。９月頃に大手門に続く土塀４５０ｍ、角櫓が復元される
予定だ。１面の写真は大手門である。弘道館からの大手
門、観光客の流れも変わるのではないだろうか。

【淀名和】

編集後記

折
り
紙
で
茨
城
国
体

「
お
も
て
な
し
事
業
」

に
参
加
し
て

石
川
地
区
高
連
女
性
委
員
会
　「
石
川
す
み
れ
の
会
」

委 員 長
副委員長
委 員
委 員

岩 本 多 實
大 里 公 雄
富 岡 　 忠
淀名和幸子

期
日
：
令
和
元
年
９
月
25
日
㈬

会
場
：
ザ・ヒ
ロ
サ
ワ・シ
テ
ィ
会
館

　
　
　
（
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
―
）大
ホ
ー
ル

　

水
戸
市
か
ら
は
、老
人
ク
ラ

ブ
功
労
者（
役
員
）５
名
と
、

県
老
連
指
定
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ

１
ク
ラ
ブ
が
県
老
連
伊
藤
会

長
よ
り
感
謝
状
を
受
け
た
。

な
お
、全
県
の
功
労
者
表
彰

と
団
体
表
彰
の
授
賞
は
合
わ

せ
て
１
１
７
名
で
あ
っ
た
。

令
和
元
年
度
第
58
回

茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

私
た
ち
の
試
み

は
、中
止
と
な
っ
た

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
分
を
除
い

て
、す
べ
て
が
参
加

者
や
応
援
の
方
々

の
手
に
渡
り
ま
し

た
。た
ま
た
ま
通
り

か
か
っ
た
会
員
の
ひ

と
り
は
、私
た
ち
が

折
っ
た
祝
い
鶴
を
持

っ
た
群
馬
県
の
方

に
声
を
か
け
ら
れ
、

思
わ
ぬ
場
面
で
他

県
と
の
交
流
が
で

き
た
と
い
い
ま
す
。

　

他
に
も
、皆
様

よ
り
温
か
い
ご
意

見
や
感
謝
の
お
言

葉
を
頂
い
た
こ
と
、茨
城
新
聞
や
市
の
広
報
紙
に
取
り
上
げ
て

頂
い
た
こ
と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
厚
意
が
、今
後
の
私
た
ち
の

活
動
に
大
き
な
励
み
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

国
民
体
育
大
会
が
、45
年
ぶ
り
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。水
戸
市
で
も
、東
町
に
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ（
体
育

館
）が
新
設
さ
れ
、レ
ス
リ
ン
グ
や
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
な
ど
の
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。前
回
の
国
体
開
催
の
と
き
は
、私
た
ち
石
川

地
区
の
小
学
校
の
代
表
が
開
会
式
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
国
体
に
私
た
ち
も
ぜ
ひ
協
力
し
た
い
と
考
え
、応
援

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
折
り
紙
で
歓
迎
の
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。茨
城
県
の
花「
バ
ラ
」と
出
場
を
祝
う「
祝
い

鶴
」を
折
り
始
め
た
の
は
、６
月
の
こ
と
で
し
た
。暑
い
夏
の
あ
い

だ
中
、少
し
ず
つ
折
っ
た
バ
ラ
や
祝
い
鶴
は
、１
２
０
０
個
に
も
な

り
ま
し
た
。作
品
は
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
け
て
、新
体
育
館

の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
歓
迎
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、館
内
の
各
ト
イ
レ

に「
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
」と
箱
に
表
示
し
て
置
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

(水戸市高連関係者　順不同、敬称略)

大内　静江
戸田　榮一
綿引　周一

川原井勝一
倉本　　操

東前梅の会

老人クラブ役員功労者

県老連指定モデルクラブ感謝状


